


委員会活動

１．空の「革命」の始まり．zIくぢ活推進テムや自活化犠出の発展に、そに場するロ．不ひ次Ｃっっ新しい輸
送・移動手段の登場は、モビリティの製造だけでな
く、関連するさまざまなビジネスを生み出すこと

から、
産業振興という観点からも、次世代エアモビリティの
早期社会実装が期待される。

２．ドローン物流の現状と今後の展開
2015年の首相る。

現在、多くの事業者がドローン物流の事業化に
取り組んでおり、日本航gの荷物

を数百ては鉄
道や道路などの公共交通手段が高い水準で整備さ
れており、酋党ような移動を実現し、地上の交

通輸送システムと連携しながら、どういった移動課題
を解決していくかということである。
最後に、ものづくりという視点からの空飛ぶクルマ
産業のポテンシャルも見逃すべきではない。機体開
発を牽引しているのは欧米のベンチャー企業だが、
Airbus、Boeing、Embraer、Rolls Royceといった
航空業界の大手企業も機体や部品開発に参 て

いる 。
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米国

１．米中関係と台湾問題に関して望み、米国も直近の

7.1元/＄に対
しＰＰＰ（購環 荒ʍ航ネ・新エネ自動車」

の
市、成田・羽田空港で走る電気バスも中国製で

ある。
トヨタですら中国ＢＹＤ社の技術を使ってＥＶ車
開発をしている。この分野において米国による中国
への規制強化は継続さる へ る継

る
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化イフェンス」と
いわれる対象を限定したうえで徹底敵 溺カるト敵 ェ化の中での最大限

の分け前獲得である。よって



出所: MFよりMUMSS作成 

7.1元/＄に対
しＰＰＰ（購買力平価説）による中長期的均衡椅 期期邳.1.

1元＄'87元の基本は今も昔も関係強化の中での最大
限

の分け前獲得である。よって、米国は中国との断絶
は望んでいない。

台湾問題に関 て は、 ィアで報道されれば、
今まで味方だった国が敵になりかねないリスクが
ある。習近平総書記の成果として台湾侵攻があり
得るのではないかとの意見もあるが、彼には過去
十年間でＧ



１．中部地方における地域の特性と交通課題
中部地方は、製造品出荷額が全国の４分の１

を占め、国内最大のものづくり産業の中枢で∵足
は 、 中 部
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君参 P
南海トラフ地震による通行止めや被災による社会
経済活動の停滞が懸念されている。
中部地方は、個性豊かな地域資源や拠点が存
在するとともに、全国の地域間流動のうち、中部を
発着・横断する陸上交通の旅客流動が多く、広域
的な旅客流動を支えるセで〝層的なネットワークを形 乃┠せ光消圉 珪┛き敦ﾍ煖魍~ク り、約

80%の約1,40,欃

濚 ≅ ≅

1

1 仵詥 名古屋第屋長に貢献している。
（３）名古屋第二環状自動車道（名二環）

2021年の名二環の全線開通により、飛島ふ頭
周辺～勝川ＩＣ間の輸送時間が約21分短縮さ
れ、トラックドライバーの労働時間削減に寄与して
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中部地方整備局の主な道路事業地形で脆弱な地質からな∵
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七ォらよ囅誕下
のとおりであ

る。
①地方創生の実現に向けて、ブロック都市圏
一体化に向けた拠点間連絡機能を強化する。
また、通過交通の迂回を図∵

年にＣ間の輸送時間が約割を担うも、一宮ＪＣＴ以南にミッシング
リンクが存在している。また、名古屋都市圏の環状
軸を形成する東海環状自動車道と名二環は、伊勢
湾岸自動車道で重複している。車Н と НН 圏 Н 圏 ┡盹 を 割。

【∵

と

Ξ

ΞН重複して9
名

車騎 冗

12倍（約
９兆円）増加し、従業者
（雇用）は約４割（約６万
人）増加した。

� øš h� H¦ (å ¸j èÉ 8j � •Í H � ÿ 1 h � ˜ � q � • 	 ¸� Á� z¼ �ˆ � � q 	 ¸ } ? � � L

� x � q � ó K Í L N Í G - Í F �Í J 1 h ° h1 hÍ H î � q� o � � •

� y � � •Í H� ÷ Œ� C � G  � ð

� ;� !

1 c ”� p

� F � ÿ

¼ �



委員会活動

中経連　2023.3・410 11中経連　2023.3・4

禍においても設備投資が進展している。全線開
通により、産業団地から高速道通

が予定されており、四日市港市おいても、企業の設備投資が進展している。資輸送量は９割以上が自
動車による輸送である。

2008年の東海北陸自動
車道の全線開通により、伏木富山港などの利便
性向上による物流効率化に寄与した。

４．防災およびメンテナンス 利 な るり東 に Vき
性 よ むミに 2き ㇻ㎈山 に
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ン疒ヅスĺ 屚を実施中である。
計画的、効率的にメンテナンスサイクル

を回すこと
で予防保全による中長期的なコスト削減に努める
とともに、新技術の積極的な活用を推進している。
新技術事例として、画像計測車両を用いて走行

しながらトンネルの覆工面を撮 ５か年加速化
 対策
近年の激甚化・頻発化する災害害縢る

の â害縢る る害龝

害縹害縷 の の害縢す の 害縋の ・ 化 の の 化 ・化 る 害 年 虓

虓 害縢発 害篁害穽Ê害笶┌害絛発害穽発

集中的に対策を実施している。

５．道路分野における物流支援∵朔ア
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三の丸地区の官庁施設の建設時期

清州越し（事前復興のまちづくり）

国の重要文化財に指定名古屋城

愛知県犬山市出身。東京大学工学部卒業、建設省(現国土交通省)を経て、2007年より現職。
専門は都市デザイン･都市計画･まちづくり･地域政策。
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近代建築の愛知県庁本庁舎ちづくり
を展開していくイメージを込めて、「三の丸ルネサ
ンス」と呼んでいる。
名古屋の「まち」は、残念ながら歴史的な資源

が表面に現れていない。戦後復興の際、現代的な
都市づくりが進められたことで、京都やパリのよう
な歴史性が感じられないま

し。祇園祭の

34基に匹敵する33基
の山車が三の丸や南北軸である本町通を往来す
る壮大で賑やかな祭りであった。
現存している山車があり、この山車を生かし、祭

りを復活させることができれば、名古屋城下町の
歴史的価値が高まるものと考えられる。
また、三の丸地区にある愛知県庁本庁舎、名古
屋市役所本庁舎は、二十世紀初頭に見られる和
洋折衷の帝冠様式の代表的な建築物であり、国
指定の重要文化財である。ʍ極}き迷き園

ぢ要導ʍ重ｈ知 憤 熟刑 ∵あ様く゚高まるものと


